
 
ロボットやＡＩ（人工知能）が発達すると 

 すてきなエピソードなので紹介させてください。 

ある日の中間休み。体育館で子ども達と大縄跳びをして遊んだ後、ステージの前で続きを眺めていました。す

ると、３年生の女の子が私のところに来て、「ちょっといいですか？」と話し始めました。 

「校長先生は、ロボットやＡＩがどんどん発達していくことをどう思いますか？」と聞かれました。ちょっと

ドキッとしましたが、「難しいことを簡単にできたり、便利になったりすることが出てくることは、いいと思う

よ。」と答えました。その後のやり取りが次の通りです。 

「わたしは将来薬剤師になりたいんです。薬剤師はＡＩがするようになると思いますか？」 

「校長先生は、薬剤師は人間であってほしいなあ。」 

「そうですよね！窓口でロボットがスーッと出すのじゃなくて、人と人が顔を合わせて渡す

ことが大事だと思うんです。だから、わたしは薬剤師になって、相手のことを考えながら

手渡したいんです。」 

「そうだよね。薬をもらいに来ている人は、体のことで困っている人だから、人がちゃんとかかわってくれる

と安心するよね。」 

 やり取りをしていて、なんでも安易にテクノロジーに任せず、「自分はどうしたいか」を考えていることが素

晴らしいと思いました。 

今まで見たこともない課題を解決するとき、新しいことにチャレンジするとき、大事なのは「わたしは」「自

分なら」と思考する主体性だと思います。ＡＩやロボットの能力は魅力的です。でもそれを生かすのは、扱う人

間の主体性ではないかと考えます。そして、学校は周りの友達や先生とかかわり合いながら、主体性を育む環境

であると思います。 

 未来を見て自分の考えを話す姿に感動し、頼もしさを感じたので紹介させていただきました。 

  

  

先日６年生が防災と減災についての提案とワークショップを開きました。たくさん

の保護者・地域の皆様、他の学年の児童を前に、自分たちの考えたことをプレゼン

テーションしていることに感心しました。原稿を片手にした発表ではなく、きちん

と話しているのです。これはきっと３年生の姿とつながっていて、自分の考えを話

すことを積み上げていくことで、６年生の姿になるのだろうと思います。それには、

授業だけではなく朝の会や掃除、休み時間、家庭での会話の中で、どれだけ「自分

は」と考えるかが大きくかかわると思います。そして、子どもの姿からこんなことが伝わってくる、素晴らしい

家庭・地域・学校だと改めて感じています。 

 

今回は５０周年記念事業として取り組む「アントレプレナーシップ教育」の構想①を配付いたします。目を通

していただき、ご意見・ご感想をいただけたら嬉しいです。よろしくお願いいたします。 

 

 ◆学校だよりは右の二次元バーコードからもご覧いただけます。 →  

琢  成 
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◆第 28 回図書館を使った調べる学習コンクール小学生の部（中学年） 佳 作   ３年      さん 

◆空（曽良）に向かって一句                          優秀賞    １年      さん 

◆川をきれいにする児童図画 ポスター部門                金 賞    １年      さん 

◆ショートテニス大会  U１０男子                            ２ 位     ４年      さん 

◆第４７回少年少女総合卓球大会              

バンビ 男子 第１位 ２年      さん     第２位 ２年      さん 

カブ 男子 第２位 ４年       さん 女子 第２位 ４年      さん 第３位 ３年     さん 

ホープス 女子 第３位 ５年    さん 

◆新春剣道錬成大会  ３位    琢成 A チーム       さん 

◆酒田市少年柔道大会 団体戦 A リーグの部 第１位 ６年      さん ５年      さん      さん 

◆第１回晴空杯空手道親善大会 小学 5.6 年生男子組手  ５年       さん 

                

               （変更することもあります） 

日 曜 行  事 日 曜 行  事 

１ 土  17 月 修了式 卒業式練習③ 

２ 日  18 火 第５０回卒業証書授与式（給食はありません） 

３ 月  19 水 （春休み～４月７日まで） 

４ 火 ALT 20 木 春分の日 

５ 水 家読の日 21 金  

６ 木 ６年生同窓会入会式 22 土  

７ 金 お話やさん（最終）５０周年実行委員会 23 日  

８ 土  24 月  

９ 日  25 火  

10 月  26 水 離任式・教室移動 

11 火 卒業式練習①  ALT 27 木 PTA 会計監査    

12 水  28 金 トイレ業者清掃 

13 木 卒業式練習② 29 土  

14 金 児童委員会（最終） 30 日  

15 土  31 月  

16 日  

 

 

◆「お話やさん」の皆様から毎週のように読み聞かせを行っていただきました。今年度は３月７日が最後になり

ます。本当にありがとうございました。来年度もよろしくお願いいたします。 

◆３月１８日（火）の卒業証書授与式は全校で行います。在校生の下校時刻は１１時１０分頃です。 

◆春休み中は、安全に、生活リズムを整えて過ごすよう、ご家庭でも話し合ってください。 

◆３月２６日（水）に離任式を行います。普段通りに登校し、教室に入ります。離任式の後に教室移動を行って

から午前１０時１５分頃に下校します。 

 

琢成っ子の栄光 
 

★４月８日（火）新任式・始業式 

 新入生を除いた登校班で登校 

★４月９日（水）入学式 13:30 受付 

新入生が登校班で登校するのは１０日から

です。 

★３月３日（月）より、新しいお友達が転入します。１年生の       さんです。      小学校

から来ました。みなさん仲良くしてください。どうぞよろしくお願いします。 



令和７年度琢成の経営の方針（№１）  アントレプレナーシップ教育の導入（令和7年度～）       酒田市立琢成小学校 
 

１ 目標 アントレプレナーシップ教育（※１）を導入し、主体的・協働的に学び、探究し続ける子供を育てる！  
 

２ 学校・児童の実態  
   ・明るく素直で好奇心旺盛な子どもが多いが、他者と同調することを意識し自分からものごとに取り組むことが少ない。 
  ・優しく他者を思いやる行動がたくさん見られるが、困難な場面に進んで取り組もうとすることが少ない。 
  ・真面目で一人一人の個性を尊重しながらものごとに取り組むが、受け身で飽きやすい傾向が見られる。 
  →自ら進んで課題を発見し、他者と協働して解決するためにねばり強く行動する態度を育てる必要がある。 
  →アントレプレナーシップ教育を導入し、主体的・協働的に学ぶことが有効である。 
  →学校教育目標「夢に向かって自分らしく輝き、仲間とともに未来を拓く琢成の子ども」の実現と、 

酒田市教育目標「学び合い共に生きる公益のまち酒田の人づくり」の具現化につながる。 
 

３ 具体的な取り組み  
 （1）酒田市の外郭団体である３６（サンロク）(※２)と連携し、アントレプレナーシップ教育導入について研修する。 
 （2）一般社団法人「まなびぱれっと」代表の小泉氏（※３）の指導を仰ぎ、本校で実現可能な取り組みについて研修・検討する。 
 （3）令和7年度５０周年記念事業として取り組み、学校・PTA・地域・外部講師が連携し、持続可能な学校の取り組みの柱にする。 
  (4) 令和7年度の事業経費は５０周年記念事業より支出(※４)する。令和８年度以降は、サンロクと連携しクラウドファンディング等で活動資金を集める。 
 (5) 児童一人に一講師の体制を目指し、児童一人一人が課題と向き合い、試行錯誤を繰り返すことができるようにする。 
 (6) 生活科・総合的な学習の時間（※５）を中心に取り組む。 
   ※生活科は単元配当があるため年間８～１０時間程度、総合的な学習の時間は他の活動との関連があるため３５時間程度を想定している。 

 

４ アントレプレナーシップ教育を導入すると、学校はどう変わるか？  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 起業家精神を学ぶ教育として欧米の大学で導入され、対象を小中学生まで拡大している。日本での取り組み事例はまだ少ない。 

※２ 酒田市産業振興まちづくりセンターサンロク 

※３ 小泉志信（こいずみしのぶ）鎌倉市教育委員会 社会化プロジェクト型の探究学習、算数科での自由進度学習、特別の教科道徳での哲学対話などを実践している。 

※４ 琢成小学校50周年記念事業 持続可能な記念事業としてアントレプレナーシップ教育を導入し、事業費として約100万円の支出を見込んでいる。 

※５ 生活科：1年102時間、2年105時間、総合的な学習の時間：３～6年70時間が年間で設定されている。 

学校内外の人とのかかわりが増加 
◆社会と自分のつながりの意識化 
・社会・地域・学校とのかかわり 
・異年齢、異質の人とのかかわり 
・コミュニケーション力 
・地域・社会の活性化 
●他とかかわり合うことを大切にし、協働して課
題を解決する意識が高まる。 

自分で課題を発見し、探究する力 
◆創造力や問題解決能力の伸長 
・自らの課題解決に向かう主体的な学び 
・他者と連携する協働的な学び 
・自らの学びの自己調整 
・リーダーシップの発揮 
●学ぶことの意義を理解し、見方考え方を生か
して学ぼうとする態度が育つ。 

試行錯誤と成功体験の積み上げがある 
◆自己有用感、自尊感情の伸長 
・学び続ける習慣形成 
・自立した大人への第一歩 
・簡単に折れないたくましい心 
・次のことを柔軟に考えるレジリエンス 
●困難な場面でもよりよい解決の仕方を考え、
行動する力が身に付く。 

【今日的な課題】 

・山形県第7次教育振興計画 

・酒田市教育振興基本計画（後期計画） 

・主体的対話的で深い学び 

・社会に開かれた教育課程 

・学びの多様化・ウェルビーイング 

・根の力の育成・キャリア教育・生きる力 

・授業改善・学力向上 

新しいことに挑

戦し、よりよい教育

の実現を目指す。 

一つのことを究

め、他への好影響を

目指す。 


